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強
く
響
き
あ
う
部
分
が
見
つ

か
る

か

ら

で

あ
る

。

　
た

と

え
ば

「

霊
気
療
法
」

に

は、

「

五

戒
」

と

呼
ば
れ
る

日
々

の

心
の

持

ち
方
を

教
え
る

詩
句
が
存
在
す
る

。

現
在
の

レ

イ
キ
実
践
者
に

も
大
切
に

唱
え
ら

れ
て

い

る
も
の

だ

が
、

こ

れ
に

非
常
に

よ

く
似
た
句
が、

」

九
一

四
年
に

発
行
さ
れ
た

鈴
木
美
山

『

健
全
の

原
理
』

に

収

録
さ
れ

て

い

る
。

『

健
全
の

原
理
』

は
、

鈴
木
が

唱
導
し

て

い

た

典
型
的
な
「

精
神
療
法
」

の

一

つ
、

「

健
全

哲
学
」

に

つ

い

て

の

書
物
で
、

同
書
の

壮
大
な
「

哲
学
」

の

体

系
に

よ
り

精
神
を
正
し

く
保
つ

こ

と
で

、

身
体
を

「

人
間

本
来
の

健
全

な
状
態
」

と

す
る

と
い

う
、

メ

ア

リ

ー
・

べ

ー

カ

ー
・

エ

デ

ィ

（
ク

リ

ス

チ
ャ

ン
・

サ
イ
エ

ン

ス
）

の

影
響
を

受
け
た

論
理
が

展
開
さ

れ

て

い

る
。

　

ま
た
、

「

霊
気
療
法
」

が
想

定
し

て

い

る
、

宇
宙
に

充
満
し

心

身
を
癒

す
「

エ

ネ
ル

ギ

ー
」

と

い

う
存
在
は

、

「

精

神
療
法
」

に

広
く
見
ら
れ
る

も
の

で

あ
る
。

た

と

え
ば

高
木
秀
輔
が
一

九
二

五

年
に

発
表
し
た

「

人

体

ア

ウ

ラ

霊

気
術
」

は
、

「

プ
ラ

ナ
」

や
「

ア

ウ

ラ
」

と

も
言
わ

れ
る

宇
宙

に

満
ち

る
「

精
気
」

を

補
う
こ

と

で

健
康
を
取
り
戻
そ
う
と

す
る

療
法
で

あ
っ

た
。

高
木
も
同
書
の

中
で

「

五

戒
」

と

類
似
す
る
句
を
使
用
し
て

お

り、

臼
井
の

「

霊
気
療
法
」

と

何
ら
か
の

関
係
が
あ
る
か、

同
じ
情
報
源

を

参
照
し
て
い

た
こ

と

が
推

察
さ
れ
る

。

　

こ

の

よ
う
に

、

レ

イ
キ

は
臼
井
の

「

独
創
」

と

い

う
よ
り
は、

同
時
代

の

「

精

神
療

法
」

の

コ

ン

テ

ク

ス

ト
に

深
く
根
ざ
し
た

存
在
で

あ
っ

た
。

「

精
神

療
法
」

の

時
代
に

生

ま
れ
て

現
在
も

実
践
さ
れ
て

い

る

代
替
療
法

は

他
に

も

多
く

、

今
後
そ

れ

ら
の

関

係
は
さ

ら
に

調

査
・

考
察
さ
れ
る
べ

き
だ
ろ

う
。

サ
イ
コ

ロ

ジ
カ

ル
・

フ
ァ

ー

ス

ト

エ

イ

ド
に

お
け

る

宗
教
の

役

割

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

井
上
ウ
ィ

マ

ラ

　

災
害

後
の

復

興
段
階
と

し
て

は
、

一
、

救
急
救
命
期
（

生
存
の

可

能
性

の

あ
る

人
の

救
命
活
動
が

中
心
と

な

り
、

最

初
の

七
二

時
間
が
鍵
と

な

る
。

軍
隊
的
な

指
揮
系
統
が
重

要
な

役
割
を

果
た

す）
、

二
、

被
災

者
支

援

期
（
食
料

、

水
、

医
療
サ
ー
ビ

ス

な
ど
の

救
援
活
動
が

中
心
と
な

り
、

社

会
福
祉
協
議

会
に

よ
り
避
難

所
や

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

な
ど
が

設

立

さ
れ

る
）
、

三
、

生

活
復
興
期
（
瓦

礫
の

片
付
け

、

仮

設
住
宅
の

設
営、

臨
時
生

活
生

産
設
備
の

設

営
な
ど

が

中

心
と

な
り、

宗
教
色
を

帯
び

た

支

援
活
動
は

締
め

出
さ

れ

始
め

る）
、

四、

生

活
再
建

期
（
日
常
生
活

や
地

域
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

の

再
建
が

中
心
と
な

り、

心
の

ケ

ア

の

重
要
性
が

増
し

て

ゆ
く）

に
分
け
ら
れ

る
。

こ

う
し
た

諸
段
階
の

中
で

、

発

災
直
後
に

災

害
現
場
に

入
っ

て

被
災
者
を

支
援
す
る

人
々

の

た
め

に

作
ら
れ

た
サ

イ
コ

ロ

ジ
カ

ル
・

フ

ァ

ー

ス

ト
エ

イ

ド
（
以

下
PFA

と
略

称）

の

存
在
が
注

目
さ
れ

始
め
た

。

　

PFA

は、

ア

メ

リ
カ

国
立

子
ど

も
ト
ラ

ウ

マ

テ

ィ

ッ

ク

ス

ト
レ

ス
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

と

ア

メ

リ
カ

国
立
PTSD

セ

ン

タ

ー

に

よ

っ

て

作
ら

れ、

兵

庫
県
こ

こ

ろ

の

ケ
ア

セ

ン

タ
ー

が
二

〇

〇

六
年
の

改
訂
版
を
翻
訳

し
て

ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ

に

掲
載
し
て

い

た
。

そ
れ

が
、

今
回
の

震
災
を

機
に

二

〇
一
一

年
七
月
に

医
学
書
院
か
ら

『

災
害
時
の

こ

こ

ろ

の

ケ
ア
冖

サ

イ

コ

ロ

ジ
カ

ル
・

フ

ァ

ー

ス

ト
エ

イ
ド

　
実
施
の

手
引
き

』

と

し
て

出
版
さ

れ
た

。

　

PFA

は
、

災
害
や

テ
ロ

な
ど
の

ト
ラ

ウ
マ

的
出
来
事
に

よ

っ

て

引
き

起
こ

さ

れ
る

初
期
の

苦
痛
を
軽

減
し

、

短
期
・

長
期
的
な
適
応
機
能
と

対

処
行
動
を
促
進
す
る

こ

と
を
目

的
と

し
て

い

る
。

そ
の

原
理
と

手
法
は

次

372（1094）
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の

四
つ

の

基

本
的
規
格
を

満
た
し

て

い

る
。

一
、

ト
ラ
ウ
マ

の

リ
ス

ク
と

回
復
に

関
す
る

研
究
成
果
に

合

致
す
る

。

二
、

災
害
現
場
得
の

適
応
が
可

能
で
、

実
用
性
が

あ
る

。

三
、

生
涯
発
達
の

各
段
階
に

適
切
で

あ
る

。

四
、

文
化
的
な
配
慮
が
な

さ
れ
て

お
り

、

柔
軟
に

用
い

る

こ

と
が
で

き
る
。

　
PFA

で

は
、

被
災
者
す
べ

て

が
重
い

精
神
的
問
題
を

抱
え

、

長
く
苦

し
み

続
け
る

と
は

考
え
な
い

。

被
災
者
や
そ
の

影
響
を

受
け
る
人
々

が

苦

し
む
の

は、

広
範
囲
に

わ

た
る

初
期
反
応
（
身

体
的

、

心
理
的、

行

動
上、

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

ル

な

問
題
）

で

あ
り、

そ
の

中
で

強
い

苦
痛
を
引
き

起
こ

す
も
の

が、

時
に

適
応

的
な

対
処
行
動
を
妨
げ
る

原
因
と

な
る

。

そ
の

た

め
、

共

感
と
気
づ

か
い

に

満
ち
た

災
害
救
援
者
か

ら
の

支
援
は
、

初

期
反

応
の

苦
し
み

を

和
ら
げ

、

被

災
者
の

回
復
を
た

す
け
る

。

PFA

は、

そ

の

た

め
の

ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

で

あ
る

。

　
PFA

の

第
二

章
「

安
全
と

安
心

感
」

に

お

い

て
、

悲
嘆
と

信
仰
の

問

題
（
〉
洋
Φ

巳
8
Ω
議

臥
国

巳
Qり

冨
居

置
口

巴

H
ω

ω

¢
Φ

の）

が

取
り
上

げ
ら
れ、

宗
教
が
提
供
す
る

儀
礼
の

重
要

性
が
説
か
れ
て

い

る
。

数
珠、

仏
壇、

聖

書
な
ど
の

宗
教
用

品
は

安
全
感
と

自
己
コ

ン

ト
ロ

ー

ル

感
を
向

上
さ

せ

る
。

そ
の

人

に

あ
っ

た

祈
り
の

場
が
確
保
さ
れ
る

こ

と
が

望
ま

し
い

。

奇

跡
を

信
じ

る

人

も
い

る

が
、

そ
れ

は
現
実
感
の

喪
失
で

は
な

く
、

圧

倒
的

状
況
を
生
き

延
び
る

た

め

の

そ
の

人
な
り
の

方
法
だ
と

解
釈
す
る

。

多
く

の

人
は

、

そ

う
し
た

宗
教
的
な

観
念
や
儀
式
に
助
け
ら
れ
て

大
切
な

人
の

死
を

乗
り
越
え
て

い

く
。

　
こ

れ
は、

宗
教
が
死

別
者
に

提
供
す
る

儀
礼
が

自
然
回

復
力
を

促
進
す

る
精
神
的
な
セ

ー

フ

テ

ィ

ネ
ッ

ト
と
し

て

高
く
評
価
さ
れ
て

い

る

こ

と
を

意
味
す
る

。

そ
し
て、

こ

の

ネ
ッ

ト
か

ら

漏
れ

た
人
に

対
し
て

医
療
や

精

神
保
健
か
ら
の

専
門
的
援
助
が
受
け
ら
れ

る

よ

う
に

連
携
す
る
こ

と
に

よ

っ

て
、

援
助
資
源
の

枯
渇
を

防
ぐ
こ

と

が
可
能
と

な
る

。

　
PFA

に

お

い

て
、

こ

の

よ

う
に

宗
教
の

役
割
が

高
く
認
め

ら
れ

て

い

る

理

由
と
し

て

は
、

チ

ャ

プ
レ

ン

と

呼
ば

れ

る
ト
レ

ー

ニ

ン

グ

を
受
け
た

聖
職
者
た
ち
が

そ
の

作
成
過
程
に

加
わ

っ

て

い

る

こ

と
が

挙
げ
ら
れ

る
。

法
華
山
一

乗
寺
巡

礼
札
か

ら
み

る

西
国
巡
礼
者
の

出
身
地

域
に

つ

い

て

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

幡
鎌

　一

弘

　
西
国
三
十
三

所
第
二

卜
六

番
札
所
の

法
華
山
一

乗
寺
（
兵
庫
県
加
西
市）

に

は、

大
量
の

巡
礼

札
が
残
さ
れ
て

お

り
、

か

ね
て

よ

り

注
目
さ

れ
て

い

た
。

現
在、

二

〇
〇
〇

年
以

後
の

本
堂
の

解
体
修
理
工

事
に

と
も
な

う
巡

礼
札
の

悉
皆
調
査
（
加
西
市
・

科
研
費
の

補

助）

の

最
後
の

整
理
に

あ
た

っ

て

い

る
。

　
悉
皆
調
査
の

概
要
に
つ

い

て

は、

稲

城
信
子
編
『

兵
庫

県
加
西
市
・
一

乗
寺
の

歴
史
資
料
（

巡
礼
札）

の

調
査
と

デ

ー

タ
ベ

ー

ス

化
』

元
興
寺
文

化
財
研
究
所

、

二

〇

〇

九
年）

や、

幡
鎌
「

巡
礼
札
か
ら
み
る
西
国
巡
礼

の

信
仰
形
態
−

天
井
に

打
ち
つ

け
ら
れ
た

信
仰
心
1

」

（
「
天
理
大
学
お
や

さ
と

研
究
所
年
報
』

一

六
号、

二

〇
一

〇

年
）

に
よ

っ

て

示
し
た

。

そ
の

数
が
、

約
二

万
八

千
点
（

た

だ

し、

若
干
の

他
の

奉
納
物
を
含
む
）

に

及

ぶ

こ

と
、

奉
納
物
の

多
様
性、

打
ち
つ

け
ら

れ

た

札
の

流
動
性
な
い

し

時

間
的
な
偏
差
な
ど
が

明
ら

か

に
な
っ

た
。

現
在、

一

点
ご

と
の

デ

ー

タ
ベ

ー

ス

を

作
成
中
で

あ
り、

従
来
と

は
異
な
っ

た

見
方
が

可
能
に

な
っ

て

き

て

い

る
。

　
十
七

世
紀
の

札
は

、

微
妙
に

形
が
異
な
る

が
、

十
八

世
紀
に

巡

礼
指
南

書
の

類
が

数
多
く
出

版
さ

れ
て

、

い

っ

そ

う
平
準
化
さ

れ

て

い

く
。

し

か

し
、

指
南

書
に

従
わ
な
い

地
域
が

あ
り

、

巡

礼
の

母

体
と

な
る

地

域
組
織
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